
10月問題 No.1 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答） 

 

ステップ１（反転図を作成する） 

 外円、甲円、乙円、丙円、丁円の半径をおのおの             とする。また、反転図において、甲’

円、乙’円、丙’円の中心をおのおのO１、O2、O3とする。また、反転円の甲’円、丙’円の半径を  
    

 と

する。 

 丁円（左側）と丁円（右側）の接点を中心に反転する。また、反転円の半径は k=1 とする。する

と、反転の定義より、 

                            
  

    
 

 

   
 

となる。ここで、 

  
 

   
 

 

 
                           

と置く。 

 

ステップ２（反転円の半径比率を求める） 

 反転図において、三角形 TO1O3に対して、3 平方の定理より、 
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また、反転図より 

         
    

                                                

          
      

                                     

という関係が分かる。（３）、（４）式を（２）式に代入し、  
    

  を求める。 

      
    

          
            

    

     
         

           
    

      
         

      

         
      

      

       
     

      

上式より、  
 について解く。 

  
  

 

 
                     

 
 

 
           

 
 

 
         

ここで、  
   であるから、 

  
  

 

 
                                             

を得る。（5）式を（4）式に代入し、 

  
       

                            

を得る。 

 

ステップ３（反転中心 Tから甲’円に引いた接線の長さｔを求める） 

 次のステップで用いるため、反転中心Ｔから甲’円に引いた接線の長さ（ｔ）を求める。 

        
         

    

               

             

                                       

 

ステップ 4（eを求める） 

 反転基本式より元図の r1と反転図の eの関係を求める。 

   
  

  
  

  

 
 

         
        



 
      

          
 

 
              

                
 

 
             

        
 

 
    

   
 

上式及び（１）式より、 

  
 

 
 

    

    
                             

となる。 

 

ステップ５（外円形を求める） 

 （８）式より、 

  
    

    
                            

を得る。 

 ここで、問題より、   
    

 
寸であるから、（８）式を適用し、 

  
  

    
 
    

 
           

となる。従って、外円の直径は 2R＝19.020007寸となる。小数点以下 2桁までを取ると、19.02 寸

となる。 

 

（答 外円直径 19.02寸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


